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３．訪問記録
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訪問場所：国家固形廃棄物管理委員会（NSWMC） 
訪問日時：2007 年 2 月 12 日（月）14:00～15:30 
面会者 ：Ms. Emelita Aguinaldo, Deputy Executive Director 

Ms. Margarita T. Caridad, Engineer  
訪問者 ：天野専門員、天池所員、土井団員、Minnie 在外専門調整員 
 
１．訪問概要 
固形廃棄物管理法や NSWMC の実施体制について情報収集を行った。 
 
２．聞き取り内容 
（１）NSWMC の実施体制 
・2006 年 3 月現在の組織図に書かれている職員のうち、3 名が辞職したが補充なし。NSWMC
職員のうち 6 名が正規職員であり、他は契約職員（２年ごとに契約更新）。（以前、JICA 専門

家として派遣されていた）後藤専門家の主なカウンターパートであった Ms. Caridad は契約職

員であり、9 年前に Presidential Task（NSWMC 創設後に解散）の契約職員として採用され、

現在に至っている。 
・中央省庁合理化の一環として、本年 7 月から別添の新体制（組織）に移行予定であり、職員

数は 30 名を定員とする。新体制後も NSWMC は大統領府下に置かれ 17 機関から構成される。

NSWMC 事務局は EMB の下に位置づけられる。 
 
（２）NSWMC 職員の業務分担 
・1 リージョンに対し 2 名の担当がおり、各職員は 2～3 リージョンを担当している。 
・担当業務は、LGU から提出される廃棄物管理計画（10 年計画）の審査、LGU や民間企業を

対象とした研修実施（固定プログラムは存在せず、先方の要望に応じて助言指導にいくといっ

た印象）。 
・各職員が担当リージョンに出張するのは、1 リージョン当たり年間 2 回程度。 
 
（３）EMB Regional Offices（地方事務所）、PENROs、CENROs との関係 
・各 EMB 地方事務所には、固形廃棄物管理コーディネーター（Solid Waste Management 
Coordinator）が配置され、NSWMC と LGU とのリエゾン的な役割を担っている。 
・PENRO と CENRO は、DENR の所掌業務（air and water quality management, 
reforestation, coastal zone management, general policies and guidelines in solid waste 
management）の調整及び実施を担当する。市町村レベルでは、CENRO が一番身近な存在。 
※州政府の環境部局を PENRO、市の環境担当部局を CENRO と呼ぶ自治体もあるため、どち

らの組織を指すのか留意が必要。ダバオ市の環境部局は CENRO と呼ばれる。 
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（４）RA9003 の施行状況 
・RA9003 に沿った活動を実施中。進捗報告書は未作成。 
・現在データベースを整備中。 
 
（５）National Ecology Center の状況 
・RA9003 では、National Ecology Center の機能として、①ネットワークづくり、②研修、

③データベース構築、④コンサルテーションがあげられている。 
・研修を行っているが、研修用の施設は有していない。 
・リージョン 6 には、Regional Ecology Center あり。 
・National Ecology Center に政府職員は配置されておらず、NGO2 団体（Zero Waste Recycling 
Movement of the Philippine Foundation, Inc.: ZWRMPFI 及び Green Warriors）がいるのみ。 
※NSWMC での聞き取り後、National Ecology Center を訪問し、ZWRMPFI の President で
ある Ms. Juanita N. Abaquin と面会した。研修を実施しているとのことであるが、詳細は不

明。データベース構築のための資金が欲しいが、資金繰りに困っているとのこと。同センター

運営は、同氏と同氏の夫の 2 名で行っているとのこと。 
 
（６）廃棄物管理計画の承認状況 
・当初の計画では、LGU の固形廃棄物管理委員会（Board）が州政府に提出し、州の方針との

整合性を確認したうえで NSWMC に申請することとなっていた。 
・その後、提出ルートが変わり、LGU は EMB リージョンオフィスを経由して NSWMC 事務

局に提出、最終的には NSWMC が承認することになっている。 
・審査期間は 1～2 週間程度。 
・これまでに廃棄物管理計画が承認された自治体数はゼロ。 
 
（７）（RA9003 で定めた）ダンプサイトの閉鎖 
・自治体の多くは衛生埋立処分場を建設するのための技術と財源がないため、既設処分場を閉

鎖できない状況にあり、こうした状況下で罰則を課すのは難しい。 
・ただし、閉鎖命令（Order）は発令されているとのこと。 
・自治体は固形廃棄物管理だけでなく、他の DENR 関連事業の実施組織であることから、本

件で罰則を課した場合に他事業への協力を得られなくなることを懸念している。 
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（８）Solid Waste Management Fund 設置状況 
・RA9003 に書かれている 2,000 万ペソの予算について、予算管理省（DBM）からの承認が下

りないまま現在に至っており、同基金創設の目途は立っていない。 
 

以上 
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訪問場所：サガイ市 
訪問日時：2007 年 2 月 13 日（火） 
面会者 ：Cueva 市長、Engr. Lopez(OIC-SWM)、Mr. Rodnel Deles Reyes(CPDO)、 

Mr. Susado(GSO)、Engr. Bustillo(CEO)  
訪問者 ：天野専門員、天池所員、土井団員、Minnie 在外専門調整員 
 
１．訪問概要 
廃棄物管理に関する現在の懸案事項及びそれら事項の優先順位、及び廃棄物管理を取りまくス

テークホルダーについて聞き取るとともに、技術協力プロジェクトの協力内容等を議論した。 
 
２．聞き取り内容 
（１）廃棄物管理に関する現在の懸案事項及びそれら事項の優先順位 
①既存処分場（オープンダンプ）について 
・衛生埋立処分場が整備されないことには、既存処分場の安全閉鎖もできない。 
・サガイ市を含め、フィリピンの多くの自治体で安全閉鎖ができない最大の理由は、お金がな

いためであると考えている。 
 
②衛生埋立処分場（SLF）の整備について 
・RA9003 の遵守に鑑み、SLF（衛生埋立処分場）の整備が最重要課題であると考えている。 
・SLF は、隣接する Cadiz 市、Escalante 市を含めたクラスターSLF としたい。また、20km
ほど南に位置する Toboso 町がクラスター処分場への参加に興味を示しているため、最終的に

はサガイ市が管理運営主体となり 3 市１町のクラスターSLF としたい。 
・SLF 候補地の土地取得について、土地所有者（サトウキビ園経営者）は、土地の譲渡に同意

している状況にある。 
・SLF を整備するうえでの問題点は、整備費用が分からないため予算化できないこと、SLF
の計画・設計等に関する技術がないことがあげられる。前者については概算が分かれば、予算

化できる。後者については JICA の技術的支援が必要であると考えている。 
・技術支援を受けたい項目は、上記に加え、よりよい廃棄物管理を行うため、Residual Wastes
のリサイクル化（Residual Wastes の資源化）に関する指導を希望する。なお、コンポストに

ついては、24 年前からサトウキビ粕を利用した堆肥づくりの経験があるため、サガイ市だけ

で対処できる旨の説明を受けた。 
・SLF の施設内には MRF を設置したい。 
 
（２）廃棄物管理を取りまくステークホルダーについて 
①PENRO との関係 
・廃棄物管理に関し、サガイ市は、PENRO からの技術的支援を受けずに、自前でやってきた

とのこと。 
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②NGOs とのかかわり 
・サガイ市において、NGO の活動はみられるが、ゴミの分別やリサイクルの推進といった活

動を通じて廃棄物問題の解決に取り組む NGO はないとの説明あり。 
 
③バランガイとのかかわり 
・24 のバランガイのなかで、4 つのバランガイ（Urban Barangay）に MRF が設置されてい

る。 
・バランガイレベルでの啓発活動、すなわち、ゴミの分別や資源化の推進による、Residual 
Waste（市が回収・運搬責任を持っており最終的に処分場へ搬入されるもの）の減量が課題で

あるとの認識を示していた。 
・何人かのバランガイキャプテンの意識は高い。そうでない人の意識を啓発活動によって向上

させることが課題であるとの認識も示していた。 
 
３．技術協力プロジェクトについて 
・Capacity Development が主目的であり、施設建設が主目的でない（ローンを得るために必

要な書類作成は支援する）ことを説明し、先方は了解した。 
 
４．技術協力プロジェクト実施に際しサガイ市側の負担事項の説明 
・サガイ市側に応分の負担が生じることを説明したところ、カウンターパートの配置、執務ス

ペースの提供、セミナー参加に必要な旅費等の予算化には、問題がない旨の説明があった。 
・SLF 整備の ECC(Environment Compliance Certificate)取得の際に必要な IEE Checklist
の作成・申請は、サガイ市側が作成することを確認した。 
 
５．技術協力プロジェクトの実施に対する意見等 
・先方は、要請書に書かれているプロジェクト期間の 4 年は長すぎる印象をもっている。 
 

以上



 

 
－154－

 
 

訪問場所：サガイ市 
訪問日時：2007 年 2 月 14 日（水） 
面会者 ：Engr. Manuel A. Lopez(Executive Assistant Ⅲ)、Mr. Rodnel Deles Reyes(CPDO)、 
訪問者 ：天野専門員、天池所員、土井団員、Minnie 在外専門調整員 
 
１．訪問概要 
PDM（案）について意見交換をするとともに、先方が抱える廃棄物管理の問題点を再確認し

た。 
 
2．聞き取り内容 
（１）先方が抱える廃棄物管理の問題点及び課題の再確認 
・SLF（衛生埋立処分場）の技術がない（計画、設計、建設、運営・管理）。 
・Commercial establishment からの Non-biodegradable（プラスチックバッグ、ビン・カン

類）が多いのが問題点。これら Non-biodegradable の買取先（ジャンクショップ）が今のとこ

ろ少ない。したがって、マテリアルフローをつなぎ合わせることが課題。 
・Residual Waste の減量をめざし、“No Segregation, No Collection”条例をつくる予定。 
 
（２）PDM（案）について 
意見交換する前に、調査団側から PDM の意味合いを下記のように説明した。 
・PDM は、フィリピン側と JICA 側が、プロジェクトの目的等を共有するために作成する。 
・この PDM は、3 つの都市を対象としているため、最大公約数的に包含してつくる。そのた

め、都市によっては、いずれかの部分が実施されない可能性もある。 
・3 つの都市を包含してつくるため、細かな文言の使い方にはこだわらず、今回は大枠（特に、

要約部分と投入部分）について確認する。 
 
その結果、先方の要望・指摘事項等は、下記のとおりであった。 
・活動 1.4 の廃棄物管理計画づくりに関する Guideline 策定は Manual のほうが適当ではとの

指摘あり。JICA 側で NSWMC や他都市とも協議のうえ、修正を検討することを回答した。 
・活動 4.1 の最終処分場整備について、サガイ市は SLF 候補地のボーリング、地質調査は実施

済み旨の説明あり。Water Assessment Study のみ今後必要とのこと。なお、現在の候補地は、

2 候補地におけるサイトアセスメント結果を基に選定された経緯があるとのこと。  
・活動 3.4 の最終処分場建設のための資金調達に関連し、ローン申請時には F/S（予算、財務、

ビジネスプラン等の分析も含め）が必要である旨の説明。お金を借りても返済できる見込みが

低い時は、SLF 規模の縮小を考える必要がでてくるとの説明。 
・本プロジェクト実施にあたり、最優先課題は SLF（衛生埋立処分場）。次いで MRF、コンポ

スト化（現在実施しているミミズを利用した堆肥づくり以外に適正技術があれば教えてほし

い）等。また、Medical Waste 処理の技術も教えてほしい。 
以上 
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件 名：GTZ 固形廃棄物管理プロジェクト（技術協力）に係る情報収集 
日 時：2 月 15 日（木）15：00～16：30 
場 所：DILG-GTZ Water Program, Water Supply & Sanitation Program Management 
Office 
面会者：Mr. Bernardo R. Agawin, Jr., GTZ Expert, Water and Sanitation Program 
※固形廃棄物管理プロジェクトは 3分野のプロジェクトから構成される環境プログラムのなか

の 1 つという位置づけであるが、同プロジェクトオフィスはイロイロに所在するため、プロジ

ェクト概要を把握している Mr. Agawin と面会することとなった。 
訪問者：天池所員、Minnie 在外専門調整員 
 
１． プロジェクト概要 
(1) プロジェクト名 

Solid Waste Management Program for Local Government Units (SWM4LGUs) 
※GTZ がビサヤ地域を中心に展開している Water, Sanitation and Solid Waste Program
の一環として実施されているプロジェクト 

(2) プロジェクト期間 
2005 年 1 月～2011 年 12 月までの 7 年間（2005 年 1 月～2007 年 12 月を第 1 フェーズ、

2008 年 1 月～2011 年 12 月を第 2 フェーズとしている。 
(3) 実施機関 

DENR-EMB、ビサヤ地域（リージョンⅥ、Ⅶ、Ⅷ）の 9LGUs 
(4) 協力対象 

上記自治体（中都市）の住民 
(5) プロジェクト内容（別添参照） 

対象自治体や EMB リージョンオフィスを対象とした能力強化、衛生埋立処分場の整備・

運営管理に係る支援、IEC 等。第 1 フェーズの指標は基礎調査の実施、廃棄物収集率の向

上、中間処理の改善等を指標としている。衛生埋立処分場の整備・運営に関する指標は第

2 フェーズに登場。指標については、第 1 フェーズの活動進捗を踏まえて見直しを行うと

のこと。 
 

２． 聞き取り内容 
(1) パートナー（カウンターパート）について 

自治体を主対象とするプロジェクトであるが、中央政府と（モデルとなる）LGU をプロジ

ェクトパートナーとし、政策面と実施面からアプローチする。 
(2) プロジェクトサイトの選定について 

GTZ はビサヤ地域を重点協力地域としており、同地域からサイトを選定。バコロド市（ネグ

ロス・オキシデンタル州）にもアプローチしたが、JICA から支援の提案があるとして辞退し

たと聞いている。 
(3) 中央政府のかかわりについて 
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LGU のみを対象とした協力実施では波及効果が望めないため、EMB 地方事務所の能力強化

を通じての中央政府の能力向上をめざしている。中央政府は十分なスタッフを抱えておらず、

本プロジェクトに係る中央政府側のカウンターパートを決めるのに 1 年かかり、これに伴って

独比間での口上書（Note Verbal）締結が遅れた。カウンターパート配置については、正規職

員を配置するが、他業務との兼任（multi-tasks）を認めることを双方で合意した。 
NSWMC は original proponent である。モニタリング会議開催は NSWMC にも案内してい

る。NSWMC からは、廃棄物管理に関する 17 種のガイドラインについて協力要請を受けてい

る。 
(4) プロジェクトオフィス、専門家の配置について 

イロイロに所在する EMB 地方事務所（Region Office VI）内にプロジェクトオフィスがあ

り、同オフィスにリーダーが常駐する。プロジェクトリーダー及び Deputy Leader が技術面

と業務調整の両翼を担っており、必要に応じて各サイトを訪問し指導している。国籍にみる専

門家の比率は、フィリピン人 7 に対し、ドイツ人 3。処分場設計については、ドイツ人コンサ

ルタントが担当している。 
(5) 本プロジェクトの主な活動 
１）能力強化関連 

IEC 教材作成、ドイツへのスタディツアー、コンピューター研修、衛生埋立処分場のサイト

選定・処分場設計等。 
２）モニタリング 

中央と地方の両方をモニタリングしている。中央での政策動向が地方（LGU）に影響するた

め、動向を把握している。 
(6) 協力の範囲について 

プロジェクト開始当初、新規処分場の設計については先方負担（counterpart fund）での実

施を GTZ 側は求めたが、LGU からは財源が不足しているから GTZ への支援を求めていると

の反応があり、結果として GTZ 側が負担した。廃棄物管理計画の作成についても同様のこと

が起こった。 
EMB からはコンピューターの供与について要望があり、プロジェクトオフィスでカウンタ

ーパートが使用するコンピューターを供与した。 
(7) KfW との連携について（廃棄物管理に関するローンプログラムを DBP で実施中） 

プロジェクトサイトからのローン申請について優先的に審査してもらうといったことは行

っていない。GTZ はローン承認については全く関与しないというスタンスを取っている。KfW
ローンとの連携をあげるとすれば、ワークショップ開催時に、ローンプログラム担当者に出席

してもらい、LGU との個別相談に応じてもらっている。 
(8) プロジェクト実施を通じての、これまでの教訓 
１） 中央政府側のリソース提供や人員配置の確認 

前述のとおり、中央政府側の問題により口上書締結が遅れたことから、先方の負担事項につ

いて事前に確認を取ることが必要。 
２） LGU から十分な協力（full and total cooperation）を得ることが重要。 

市長の判断（political will）により方針が左右されるため、市長を巻き込んだ活動展開が重

要。ドイツへのスタディツアー（講義、廃棄物の分別活動等の視察）に参加した市長が、ツア
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ー参加が積極的な方針を打ち出すといったプラスの効果があり、スタディツアーは有効なツー

ルと考える。 
３） 定期的なモニタリング（毎月のモニタリング会議開催）が重要。 
４） フィリピンには衛生埋立処分場の整備・運営・維持管理に関する経験がないため、少

なくとも 1 年は現場での助言指導が必要。 
 

以上
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訪問場所：サガイ市 
訪問日時：2007 年 2 月 15 日（木） 
面会者 ：Engr. Manuel A. Lopez(Executive Assistant Ⅲ)、ほか 
訪問者 ：土井団員 
 
１．訪問概要 
JICA 環境社会配慮ガイドラインの基本事項を説明するとともに、質問票への回答を依頼した。

また、SLF 候補地の現地踏査、バランガイの住民からの意見聴取等を行った。その概要は、下

記のとおり。 
 
２．JICA 環境社会配慮ガイドラインの基本事項 
・ガイドラインの概要を説明した。また、本プロジェクトは基本事項に沿って行うことを説明

し理解を得た。なお、全文は CD に収納して手交した。 
・ECC 取得のための IEE Check list for category 1 & 2 をもっていないことが分かったため、

IEE Report for category 3 & 4 を含め、様式を手交した。 
 
３．質問票への回答を依頼 
質問票の意図を説明し、回答を依頼した。 
 
４．現地踏査結果 
（１）SLF（衛生埋立処分場）候補地の状況 
・Barangay General Luna に立地。現在の土地利用はサトウキビ畑。 
・雨水は大きく２つの水系に流れ込む。北側は水田を通じて最終的にはサガイ市の Vito 川に

合流する。南側は小川を通じて最終的にはエスカランテ市の Danao 川に合流する。 
 
（２）Barangay General Luna の状況 
・同バランガイは、世帯数 680、人口約 4,000 人。バランガイキャプテンの下、7 名のカウン

セルで構成。 
・住民の多くは、サトウキビ農園で日給ベースの労働者。日給は 120 ペソ。月収は 3,000 ペソ

程度との説明。 
・飲料水は、井戸水に依存。来年から Sagay Water District からの水供給が開始される。水道

料金は月 175 ペソになる予定との説明。 
・同バランガイの小学校では、ゴミの分別やリサイクルを生徒に教えている。先生の話によれ

ば、ゴミ問題解決のためには、小さい時からの教育が最も重要であるとの認識をもっているか

らであるとのこと。なお、校内には MRF がある（Dept. of Education の支援を受けた）。 
 
（３）SLF 整備計画に対する住民の認知度、及び意見 
・サガイ市からの説明はないが、バランガイキャプテンを通じ計画が知らされているとのこと。 
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・計画に対しての反対する人はいない。むしろ、SLF によって新たな雇用機会が生まれること

を期待している。 
・住民の心配ごととして、SLF がどんなものであるのか誰も知らないため、オープンダンプの

イメージから次のようなことがあげられる。 
・悪臭の発生、及び悪臭や煙による病気の発生。 
・ハエ等の衛生害虫の発生。 
・水が汚染されるのではないかとの心配（小川は洗濯の場として利用されていた）。 
・バランガイのなかを通過する運搬車からの悪臭の漂い。 
・トラック通行量の増加に伴う交通事故の可能性。 
 
（４）Barangay Bolanon（ゴミの減量化を上手に実践しているバランガイ） 
・サガイ市役所から 10km ほど北東に位置する海沿いのバランガイ。 
・ゴミの減量化をめざし、バランガイ独自の規則をつくって、取り組んでいる。 
・その手法は、マーケットでのプラスチックバッグ使用の禁止。伝統のよさを見直し、バナナ

の葉で魚介類を包む。マイバッグ、マイかごの持参。 
・違反した場合には、罰金または決められた時間の労働奉仕（市場周辺等の清掃等）。 
・以前、ゴミ捨て場として利用されていた場所は、公園（バランガイの住人の憩いの場をめざ

す）及び有機農法畑として整備されている。 
・MRF が整備されている（建設資機材はサガイ市から提供、住人は労力の提供でつくり上げ

たとのこと）。 
 
５．Engr. Lopez への提案事項 
・当方から、SLF 候補地がある Barangay General Luna で行った住民からの聞き取り結果を

報告。 
・サガイ市側から住民へ SLF 計画を説明する（パブリックコンサルテーションの開催）こと

を提案した。 
・その結果、まずは関係者で、GTZ 支援で整備された SLF (Bais 市, Negros Oriental)を視察

し、そのうえで住民に説明したい旨の回答を得た。 
以上
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訪問場所：カルバヨグ市 
訪問日時：2007 年 2 月 16 日（金） 
面会者 ：別紙リストのとおり  
訪問者 ：天野専門員、天池所員、土井団員、Minnie 在外専門調整員 
 
１．訪問概要 
JICA 側から本プロジェクトの背景を説明するとともに、今日の訪問目的（現在カルバヨグ市

が抱えている廃棄物管理に関する現状や問題点を把握する。問題解決のため優先的に行いたい

事項を聞き取る。そのうえでプロジェクトの大枠について意見交換をする）を説明し、先方の

意向を聞き取った。また、技術協力プロジェクトの重要点等を説明した。 
 
２．聞き取り内容 
（１）カルバヨグ市が抱える廃棄物管理に関する現状と問題点 
・同市は、Jibatan 川流域に立地し、住民は Jibatan 川から水供給等多くの恵みを受けている。

しかしながら、川はゴミで汚れているのが現状。したがって、IEC キャンペーンの更なる推進

によって私たちの川を守りたい。 
・IEC キャンペーンを実施しているが、住民のゴミ分別に関する意識は低い。ほとんどのバラ

ンガイで MRF は設置されていない。コンポスト化の取り組みが実施されていないバランガイ

がある。したがって、Advocacy が重要であると考えている。また、Tagging System を導入し

たい。 
・同市は 157 のバランガイで構成され、うち 60 のバランガイで何らかの廃棄物管理の取り組

みが行われている。現在ゴミ収集は 22 のバランガイでのみ行っている。すべてのバランガイ

で収集を行うのは、道路が整備されていないところもあるため、無理である。また、すべてで

行う場合、現在の収集車両数（民間業者に委託している）では足りない。 
・すべてのバランガイでゴミ収集が行われ、新規処分場に搬入されると仮定すると、日量 96t
となる。これは、カテゴリー３の規模に相当する。しかしながら、実際は前述した理由で、新

規処分場への搬入量は少なくなると考えている。 
・廃棄物管理 10 年計画は提出したが、不足している事項がある旨伝えられた。 
 
（２）先方が掲げた問題点の整理（ホワイトボードに記されたもの） 
・廃棄物管理 10 年計画 
・各家庭レベルでのゴミ分別 
・啓発、情報の発信 
・リサイクリング 
・ゴミ収集（収集地域の拡大） 
・中間処理（MRF、コンポスト化） 
・Residual Waste 管理 
・SLF（衛生埋立処分場）の建設（土地取得、資機材・重機） 
・SLF 建設に係る ECC 取得のための EIA 
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・SLF 施設の運営管理（運営、管理、調達） 
・既存処分場の安全閉鎖 
・Bureaucracy 
 
（３）上記問題を解決するための最優先課題 
・衛生埋立処分場が整備されない限り、固形廃棄物問題が永遠に続き、RA9003 を遵守できな

くなる。したがって、最優先課題は SLF の整備であると考えている。 
・しかしながら、上記整備に係る建設資金（土地取得、重機の購入等）をどのように得るかが

大きな課題。パラワン島に整備された SLF は、2 億 8,000 万ペソであると聞いている。年間予

算規模 4 億 8,000 万ペソであるカルバヨグ市にあって、どのようにこのような整備費を捻出す

るかが大きな課題であると考えている。 
 
（４）PDM（案）について 
意見交換する前に、調査団側から PDM の意味合いを下記のように説明した。 
・PDM とは、フィリピンで用いられている Logical Framework と同義。また PO は Detailed 
Activities と同義。 
・この PDM は、3 つの都市を対象としているため、最大公約数的に包含してつくる。そのた

め、都市によっては、どこかの部分が必要でないことがある。 
 
その結果、先方の要望は下記のとおりである。 
・RA9003 を遵守した衛生埋立処分場のアイディアがほしい。 
・プロジェクトは Comprehensive なものであってほしい。 
・MRF を含んでほしい。 
・既存処分場の安全閉鎖。 
 
３．技術協力プロジェクトの重要点の説明 
・Capacity Development が主目的であり、施設建設が主目的でない（ローンを得るために必

要な書類作成は支援する）ことを説明し、先方は了解した。 
 
４．技術協力プロジェクト実施に際しカルバヨグ市側の負担事項の説明 
・カルバヨグ市側に応分の負担が生じることを説明したところ、カウンターパートの配置、執

務スペースの提供、セミナー参加に必要な旅費等の予算化には、問題がない旨の説明があった。 
・SLF 整備の ECC(Environment Compliance Certificate)取得の際に必要な IEE Report の作

成・申請は、カルバヨグ市側が作成することを確認した。 
 
５．技術協力プロジェクトの実施に対する意見等 
・Tagging System を普及したいため、その支援を望む。 

以上 
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先方出席者： 
 
Ronald Aquino   City Vice Mayor 

Danilo G. Bernate  LIGA-President/SP Calbayog City 
Atty. Noel G. Sermense  S.P. Member  Calbayog City 

Benjie Dean   SP Member Calbayog City 

Engr. Gil P. Lentejas  City Planning and Development Coordinator  
  

R.I Gonzaga   CSWIMO Calbayog City 

Maribeth B. Aguilar  LGOO V / DILG 
Rosalina M. Paragas, ED.D Department of Education (Calbayog City) 

Engr. Lourdes N. Brosas  EMB-8, Tacloban City 



 

 
－163－

 
 

訪問場所：ダバオ市 
訪問日時：2007 年 2 月 19 日（月） 
面会者 ：Atty. Cesar Dataya, City Planning and Development Office、 

Engr. Marivic Reyes, City Environment and Natural Resources Office  
(CENRO)、 
Engr. Leonard S. Palban, Garbage Operation In-Charge ,CENRO. 

訪問者 ：天野専門員、天池所員、志村団員、土井団員、Minnie 在外専門調整員 
 
１．訪問概要 
JICA 側から本プロジェクトの背景を説明し、ダバオ市の廃棄物管理の現状を聞き取った。な

お、本日面会を予定していたダバオ市計画局の Mr. Jacinto、及びダバオ市環境局の Ms. Espina
（本プロジェクトの主なカウンターパート機関として想定される CENRO の責任者）は、諸事

情により不在であった。 
 
２．聞き取り内容 
（１）ダバオ市の廃棄物管理の現状 
・ダバオ市は、市長が廃棄物問題の解決を重要課題に掲げている。 
・廃棄物管理 10 年計画は作成中であるが、まだ完了していない（現在サマリー部分の作成と、

図表関連のデータを見直している）。 
・SLF（衛生埋立処分場）の建設について、3 月に入札を行うため、その準備を進めている。

建設費は 2 億 5,000 万ペソを見込んでいる。 
・ダバオ市は３つの District によって構成されている。固形廃棄物排出量の増加に伴い、建設

計画を進めているバランガイ New Carmen の SLF のほかに２つの SLF が必要となる。ただ

し、土地価格高騰のため用地取得の目途は立っていない。 
・このプロジェクトで JICA 側から支援を受けたい優先課題は、IEC の向上、職員の管理運営

能力の向上、機材の整備。 
・ダバオ市は、182 のバランガイによって構成。うち、４つのバランガイに MRF が設置され

ている。なお、MRF の管理運営はバランガイの責任であり、市側は必要に応じて MRF 建設

資材を提供する。なお、都市部のバランガイでは、MRF を設置したくても、その土地がない

（土地価格が高いため）のが現状である。 
・市は収集車両を 10 台保有している。この車両数では足りないため、民間輸送業者に委託し

トラックでゴミの運搬が行われている。ゴミの回収が行われている地域は、人口が集中してい

る都市部のみ。農村部における回収は実施していないが、その理由は、農村部には広大な土地

があり独自に処理できるからである。 
 
（２）ECC（環境応諾書）取得の有無 
・調査団側から ECC 取得が完了しているか確認したところ、市側は ECC 取得が SLF 建設の

ために必要であるという認識をもっていないことが分かった。また、IEE レポートが作成済み

であるか確認したところ、明確な回答が得られなかった。そのため、調査団側から、市側に対
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し、ECC と IEE の準備状況を確認してもらうこととした。 
 
３．その他 
・調査団側から環境社会配慮に関する質問票を提示し、調査団滞在中に担当者と面会する機会

を設定してもらえるように依頼した。 
以上
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訪問場所：ダバオ市 
訪問日時：2007 年 2 月 20 日（火）8:30～15:00 
同行者  ：Engr. Leonard S. Palban, Garbage Operation In-Charge ,CENRO、 

Engr. Vicente Trangia, Landfill Operation In-Charge ,CENRO. 
訪問者 ：天野専門員、天池所員、志村団員、土井団員、Minnie 在外専門調整員 
 
１．訪問概要 
ダバオ市の CENRO 職員 2 名の同行を得て、関連施設の現地踏査を行い、現状の問題点等を聞

き取った。 
 
２．聞き取り内容 
（１）MA.A Motor pool（車両 Depot） 
・同地は、City Engineering Office と CENRO のモータープールとなっている。 
・CENRO は 10 台のコンパクターと 7 台のオープンダンプトラックを保有。コンパクターは

Residuals の運搬を、オープンダンプトラックは街路樹や落ち葉の運搬を主に行っている。オ

ープンダンプトラックが運搬する際は、ゴミの飛散を防止するため、幌を被せるとの説明。 
・ここでは保有車両のメンテナンス（オイル交換、グリスの注入等、洗浄）を行っている。コ

ンパクターの洗浄を行う理由は、車両の寿命を延ばすことのほかに、住民からの苦情が多いコ

ンパクターからの悪臭の発生を軽減するためである。また、処分場で使用する重機の維持管理

もここで行っている。 
・同地において CENRO の事務所は、Training Center 内にある。Training Center の機能は、

IEC の一環として、バランガイ住民を対象としたトレーニングを実施することにある。講師は、

市職員のほか、NGO の人たちにもお願いする。 
 
（２）SLF 候補地（バランガイ New Carmen） 
・土地は市が保有している（Public land）。 
・計画地は、旧処分場に隣接している。 
・雨水は、Pangi 川（Matina 川）を通じ Talomo 湾に注ぐ。 
・先住民族の人たちは住んでいない。また、非自発的住民移転はない。 
・バランガイ New Carmen の住民の多くは、同地がダバオ市の旧処分場であったため有価物

の回収作業によって収入を得ている。 
・現在旧処分場区域では、市側によって有価物回収作業が禁じられている。しかしながら、ウ

ェイストピッカーは、収入を得るため同区で有価物回収作業を行わざるを得ないのが実情との

こと。数名のウェイストピッカー（子どもを含む）の人たちから話を聞いたところ、回収作業

で得られる収入は 1 日当たり 75～100 ペソ（参考までにコメ 1kg の価格は 27 ペソ）。素手で

回収作業を行っていたため、怪我や病気の心配はないか尋ねたところ、笑顔でないと答えてい

た。 
・New Carmen のウェイストピッカーは、同区で有価物回収作業が禁じられたため、下記（３） 
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に記す仮の処分場で作業を行っている。 
 
（３）現在使用している仮の処分場（バランガイ Lacson） 
・土地は地主が市に無償で提供している。 
・同地は、土取場跡地である。垂直に切り取られた崖地断面はツバメの営巣地として利用され

ていた。 
・同地で作業を行っているウェイストピッカーは、上記（２）で示したバランガイ New Carmen
から来ている。毎週月曜日に New Carmen に来て、土曜日に New Carmen に戻るとのこと。

交通費は片道 50 ペソ程度。 
 
（４）Buying Station 
・上記（３）で示した仮の処分場へ向かう途中にある、有価物の購入施設である。 
・オープンダンプトラックによって運搬されてきた廃棄物のうち、有価物をこのステーション

で下ろし（販売し）、残りの Residuals を上記（３）に搬入するようにしている。 
 
（５）バランガイ Matina Crossing の MRF 
・同バランガイのキャプテンである Mr. Joel A. Santes の説明を受けた。 
・同バランガイは、Urban Barangay の位置づけにあり、人口約 70,000 人、ダバオ市で 3 番

目に人口が多い。 
・MRF は 2004 年に市側の支援によって整備。土地は、5 年契約で借りている。 
・現在 3 名の Care Taker が管理運営している。月給は 5,000 ペソ。市側がバランガイを通じ

て払っている。Care Taker は、各家庭を訪問し有価物を回収、また古タイヤを再利用し、植

物のプランターや椅子を製作している。また、IEC キャンペーンとして、各家庭に分別のパン

フレットを配布している。 
・バランガイ内には、10 程度のジャンクショップがある。 
 
（６）コンポスティングセンター 
・同センターで働く Mr. Rail Moncada の説明を受けた。彼は、市の契約職員（半年ごとに更

新）であり、当地で 7 年間働いている。商業の勉強をしていたが、同センターに配属になって

から OJT を通じ堆肥化の手順を学んだとのこと。 
・同センターは、Ms. Espina（CENRO の責任者、彼女は Chemical Engineer である）の発

案で 1998 年に設立された。 
・コンポストの原材料は、家庭から出される以外の有機物である。コンポスト化を促進するた

め、Trichoderma を利用。種菌は Department of Agriculture の Division of Propagation から

入手したとのこと。 
 

以上
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訪問場所：環境天然資源省 環境管理局 リージョナルオフィス 
訪問日時：2007 年 2 月 20 日（火） 15:45～16:30 
面会者  ：Engr. Rufino C. Paudialau, Chief, EIA Division, DENR-EMB 11  
訪問者 ：天野専門員、天池所員、志村団員、土井団員、Minnie 在外専門調整員 
 
１．訪問概要 
ダバオ市にある DENR-EMB のリージョナルオフィスを訪問し、ECC の取得等に関する情報

等を入手した。 
 
２．聞き取り内容 
（１）ダバオ市が進める SLF 建設に係る ECC の取得について 
・すべての開発事業は、事業実施の前に ECC を取得する必要がある。ダバオ市が進める SLF
建設も、ダバオ市側は IEE を行って事業実施前に EMB から ECC を取得する必要がある。 
・Land Bank も事業実施の前に、ECC を取得することを求めている。 
・通常、事業者から EMB に IEE レポートが提出されてから、発行までに必要な期間は、２ヵ

月である。 
 
（２）EMB の組織について 
・全職員数は、39 名。うち、27 人が常勤職員である。 
・本来、EMB は LGU に対して技術的支援を行う立場にある。 
・SWM Coordinator を 1 名配置しているが、複数の任務を担当しているため多忙なのが現状

である。 
 
（３）RA9003 に基づく SLF の建設、及びその実施体制について 
・RA9003 に基づき SLF の建設が求められているが、フィリピンで建設が進まない理由は、

お金がないからである。ダバオ市長は、EMB に対して、このような法律をつくっておきなが

ら、建設資金の支援がないことに怒っている。 
・ダバオ市には、SLF を設計できる能力をもったコンサルタントは存在しない。 
・マニラから来るコンサルタントも、写真やスライド等で SLF を説明するものの、実際いく

ら建設費が必要かという LGU 側が最も知りたいことに答えられないのが実態である。 
 
（４）その他 
・同氏は、JICA 研修（北九州市で開催された環境管理コース、2002 年の２ヵ月間）に参加し

た経験がある。 
以上 
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訪問場所：バランガイ 28 の MRF、及び隣接する小学校 
訪問日時：2007 年 2 月 21 日（水） 9:00～10:30 
面会者  ：Ms. Margie P. Corval, バランガイキャプテン  
     Ms. Eva T. Macas, Chairperson in cleanliness and beautification 
          Ms. Ferna G. Porras, Jose Rizal Elementary School, 校長  
訪問者 ：天野専門員、天池所員、志村団員、土井団員、Minnie 在外専門調整員 
 
１．訪問概要 
ダバオ市においてバランガイレベルの廃棄物管理が行われているバランガイ 28、及び隣接す

る小学校を訪問し、その取り組み状況を聞き取った。 
 
２．聞き取り内容 
（１）バランガイ 28 の取り組み 
・同バランガイの人口は約 3,000 人。同地域はダバオ湾沿岸に位置する。この地域はかって恐

喝等が多発し、犯罪グループに青少年が巻き込まれる、また、青少年のシンナー等の常用によ

る更なる非行といった悪循環が社会問題化していた。これを改善していこうとするものが、

UKP(Unlad Kabataan Program：Improve/Progress Youth Program の意味)である。 
・UKP は市長のイニシアティブの下、ダバオ市全域で行われているが、本バランガイの特徴

は、非行少年の更生手段として、彼らをバランガイ内のゴミ収集に巻き込んでいることにある。 
・同バランガイには住宅密集地があり、ここは収集車両が通行できる道路から迷路のような小

道を経てたどりつく場である。このような密集地に、更正中の青少年がモバイルダストビンと

ともに出向き、ゴミの回収作業を行う。彼らは、その対価として１日 25 ペソが支給されるが、

それよりも効果的なことは、彼らが仲間との共同作業によって働く喜びを実感することができ

ることがあげられる。彼らのなかには字が書けないため、学校に行けば、後ろ指をさされたり、

仲間はずれにされる等、つらい目にあっている子どもたちもいるが、これらの作業を通じて少

しでも彼らの自信をとり戻すことができればと考えている。 
・彼らは、学校が終わってから夕方の 5 時頃集まり、2 時間ほど収集作業を行う。収集物は曜

日によって異なり、カートン、紙、プラスチック等を回収する。回収した有価物は、バランガ

イ内にある３つのジャンクショップに販売し、得られた利益は、バランガイ警備員のスナック

やお茶代として使われる。 
（２）Jose Rizal Elementary School の取り組み 
・”Nothing is waste”を合言葉に生徒に対しリサイクルについて教えている。 
・各家庭から持ち寄った紙やプラスチック類は、ジャンクショップに販売し、得られたお金は

顕微鏡などの教材購入資金にあてている。また、生徒の提案で、古紙を再利用して紙ボール（紙

粘土を球状にしたもの）をつくり、燃料になることが分かった。環境教育の過程では生徒に考

えさせ、よい提案は積極的に実現させてやることが重要であると考えている。 
・本校は千葉のロータリークラブからコメの提供を受け、栄養不良の子どもたちに食事を提供

中。 以上 
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訪問場所：ダバオ市 
訪問日時：2007 年 2 月 21 日（水）13：30～16：00 
面会者 ：Atty. Cesar Dataya, City Planning and Development Office、 

Engr. Leonard S. Palban, Garbage Operation In-Charge ,CENRO. 
訪問者 ：天野専門員、天池所員、志村団員、土井団員、Minnie 在外専門調整員 
 
１．訪問概要 
JICA 側から SLF の建設に際しては、ECC の取得が必要であること、及び他国の事例をあげ

SLF は運営管理にお金が必要であることを説明した。また、SLF 建設に関し、今後の行程を

聞き取った。最後に協力の枠組み案及び先方負担事項を説明した。 
 
２．説明内容 
（１）ECC の取得について 
・調査団から市側に対し、ECC が取得されない限り建設に着工できない旨説明した結果、市

側からは市の人材を横断的に活用し早急に準備を進める旨の回答を得た。 
 
（２）SLF 建設の今後の行程について 
・入札に参加する業者には機材の保有を条件につけている。3 月 6 日に SLF の建設・維持管理

（Construction, Operation & Maintenance）及び旧処分場の安全閉鎖を行う業者が選定され

る。建設期間は 360 日を想定。最終的に、SLF が稼動するのは 2008 年 10 月頃とのこと。 
・ただし、選挙があるため、実際に業者と契約書を交わすのは、選挙の影響がなくなる 6 月

30 日以降になる見込み。 
 
（３）協力の枠組み案について 
・市側から、PDM(案)記載事項はすべて必要である旨表明。 
・SLF には Health Care Waste 用の施設も整備する予定。そのため、医療廃棄物の管理方法

に関する技術移転を望むとのこと。なお、現在の処理方法は、病院、クリニック、ラボラトリ

ーごとに Tomb を持ち、注射針はミネラルウォーターの空き容器に入れた後、Tomb 内に入れ

る。プラスチック製の注射筒はリサイクルするとのこと。 
・SLF の維持管理について、コントラクターへの技術移転が重要であるためプロジェクトを通

じて技術移転を受けたいとのこと。ただし、内部規定によりスーパーバイズを JICA 側にお願

いすることはできないが、適宜助言してほしいとのこと。 
 
（４）先方負担事項について 
・問題はない旨の表明。 
・ダバオを活動拠点とする案については大歓迎する旨の表明。 

以上
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訪問場所：ダバオ市 CENRO の Training Center 
訪問日時：2007 年 2 月 22 日（木）9:00～12:00 
面会者 ：Engr. Leonard S. Palban, Garbage Operation In-Charge, CENRO. 
訪問者 ：土井団員 
 
１．訪問概要 
環境局のナンバー２である Engr. Marivic Reyes に質問票の件で面会を申し出ていたものの、

会議と重なり実現できなかった。そのため、Engr. Leonard S. Palban に面会し情報を収集し

た。また、Engr. Leonard の上司にあたる Ms. Dolores B. Remojo, Sr. Environmental 
Management Specialist, Acting Division Chief.とも面会した。 
 
２．聞き取り内容 
（１）SLF 建設に関するバランガイ住民の認知度 
・住民説明会（ウェイストピッカーを含む対話集会）は随時開催している。その記録は時々作

成する。 
・周辺住民の多くは有価物の回収作業によって収入を得ているため、計画に反対する住民はい

ない。ただし、住民は建設を契機とした水道・電化を市側に要望している。 
・住民は水を井戸及び湧き水から得ているため、水源の水質汚染を心配している。 
・SLF 供用後は、市側としてはウェイストピッカーの入場を認めない方針でいるが、様々な意

見があり、検討中である。例えば、Mr. Jacinto は、Cooperative に属しているウェイストピッ

カーのみ入場を許せばよいのではとの見解を示している。また、約 200 人のウェイストピッカ

ーが一度に SLF に入ることが問題なので（重機作業の障害、重機とウェイストピッカーとの

事故の発生等）、200 人をいくつかのグループに分けシフト制とすればよいのではとの意見も

ある。 
 
（２）IEC の現状 
・Information には、レクチャーの実施、パンフレットの配布、宣伝車による広報等がある。 
・Education では、適正な分別、ゴミ出しの規則、RA9003、適正なコンポスト等を啓発。 
・Communication では、パブリックコンサルテーションやダイアローグ（バランガイ住民と

の対話）を実施。 
・現在 CENRO で IEC を担当している職員は 23 名。残念ながら、すべて臨時雇用の職員であ

る（半年ごとに更新）。ダバオ市は、廃棄物問題の解決には更なる IEC キャンペーンの強化が

必要であるとの認識をもっており、正規雇用に変えることを検討している。 
・23 名の IEC 担当者の年齢構成は、20～40 歳程度。女性が 7 割、男性が 3 割である。 
・23 名の IEC 担当者は、7 グループ（1 グループ２～３名）に分けられ、各バランガイに出向

き IEC を行う。 
・IEC 担当者の多くは教育課程を卒業しているが、バランガイ住民への伝え方、良好なコミュ

ニケーションのとり方等、廃棄物に関する知識等、習得したいと考えている人が多い。  以上
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訪問場所：カルバヨグ市 
訪問日時：2007 年 2 月 26 日（月） 
面会者 ：Mel Senen S. Sarmiento 市長、 

Mr. Federico S. Resenfe, Jr., City Treasurer， 
Engr. Reynaldo L. Gonzaga, City Government Dep’t Head Ⅰ, City Solid Waste 
Management Office   

訪問者 ：志村団員、土井団員 
 
１．訪問概要 
カルバヨグ市長を表敬訪問するとともに、既存処分場、SLF 候補地を視察した。また、バラン

ガイレベル（Rural Brgy.）において固形廃棄物管理がうまく行われているところと、そうでな

いところを訪問した。 
 
２．聞き取り内容 
（１）カルバヨグ市長の表敬訪問 
・市長からは、JICA プロジェクト開始への感謝の意が表明された。また、JBIC の資金提供を

受け道路整備が進められていることにも感謝の意が表明された。 
・市長によれば、フィリピン人の気質として、他人が何をやるかを常に気にしている。それら

がうまくいっていれば、直によいところを取り入れて真似をしようとする。したがって、今後

JICA の協力を得て進めるカルバヨグ市の廃棄物管理がモデルとなり、周辺都市へと広がって

いくことを期待している。 
・既存処分場を安全に閉鎖した後、跡地は屠場（獣医関連施設を含む）として整備する予定で

ある。 
・カルバヨグ市では、キッチンウェイストやガーデンからの Non-biodegradable をコンポスト

化する取り組みを進めているが、今後は Department of Agriculture がコンポストに求める品

質に適合させたうえで、販売を促進することが課題であるとの認識を示した。 
 
３．現地踏査結果 
（１）既存処分場 
・バランガイ Gadgaran にある。全体では約 32ha あり、現在使用しているところは約 4ha. 
・周辺には住居はない。市の刑務所があるのみ。 
・カルバヨグ市は、フィリピンのなかでも降水量が多い（年降水量 3,000mm 以上）地域であ

る。そのため、雨が降るとアプローチ道路や処分場内が泥状となり、覆土が困難になる。その

ため比較的好天に恵まれるこの時期が覆土を進めるには最適とのこと。（2 月 16 日の訪問時と

比較し、覆土が進んでいることが分かった）。 
・覆土作業には、ローダーが不可欠であり、カルバヨグ市はローダーを保有しているが、既存

処分場専用のローダーはない。市保有のローダーは、他のプロジェクト（道路建設等）でも必

要であるため、覆土作業が必要な時に作業ができないことが問題点であるとのこと。 
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（２）MRF（コンポスト施設） 
・同施設は、既存処分場へ向かう途中にある。コンポストのみを扱い、他の有価物（カートン、

ビン・カン等）は扱っていない。 
・サックコンポスター（麻製の空き袋を利用したもの）やタイヤコンポスター（古タイヤを利

用したもの）でコンポストをつくっている。 
・既存処分場及び MRF（コンポスト施設）には 10 名が配置され、既存処分場の管理、コンポ

ストづくり、取り付け道路の補修等の仕事を行っている。 
 
（３）SLF 候補地 
・候補地は、バランガイ Dinagan にある。同バランガイの生計手段は農業主体。また、計画

地に隣接するバランガイとしては、バランガイ Amampatang がある。同バランガイの生計手

段は農業、漁業が主体であるほか、運送業従事者。 
・候補地の土地所有者はゴメスファミリーである。 
・土地利用は草地（牧草であるコゴングラスが主体）。周辺は土取り場として利用されている。 
・雨水は、Jibatan 川を通じ Samar 海に注ぐ。 
・市側からの聞き取りによれば、バランガイキャプテンへの説明は実施済み。建設計画に対す

る反対意見はない、先住民族の人たちは住んでいない、非自発的住民移転はないとの説明を受

けた。 
・市側へ住民に対する計画説明会の開催を提案した結果、JICA の協力が開始される 2 ヵ月前

に、バランガイ Dinagan、及びバランガイ Amampatang の住民を対象に、パブリックコンサ

ルテーションを開催する意向を示した。 
 
（４）固形廃棄物管理がうまく行われている事例（バランガイ Manguino-o） 
・バランガイキャプテンである Mr. Rodrigo Lungsod Lacbayo Sr.に同行いただいた。同氏は

父親からキャプテンを引き継ぎ 1982 年から今の立場にある。バランガイ内の美化は 1965 年

から行われている。その基本思想は、「ゴミがなければ、病気にもかからないし、健康に暮ら

せる」との説明を受けた。 
・同バランガイの人口は約 2,000 人。Rural Brgy.の位置づけにある。市によるゴミの収集は行

われていない。 
・バランガイ内には４つの MRF があり、いずれも上手に管理運営されていることが分かった。 
・ここでは、リサイクルされたプラスチック類や木材を再利用して、人工漁礁等をつくってい

た。これらは近くの海に沈められ、魚類に産卵の場や隠れ場所を提供しようとする試みである。

この成果は、近日中に人工漁礁の様子を観察し検証するとのこと。なお、これら再利用につい

ては日本の NGO の協力を得たとのこと（NGO 名は不明）。 
・同バランガイの取り組みは高く評価され、数々の表彰を受けているとのこと。 
 
（５）固形廃棄物管理がうまく行われていない事例（バランガイ San Joaquin） 
・同バランガイの人口は 6,886 人、935 世帯。面積 75ha。Rural Brgy.の位置づけにある。市

によるゴミの収集は行われていない。 
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・同バランガイの生計手段は漁業が主体。ほかには、稲作、家畜飼育、ココナツ栽培。 
・同バランガイに対しては、RA9003 を遵守すべく、市側からゴミの分別や MRF の設置等を

投げかけているものの、実施には至っていない。 
・同バランガイは、Samar 海に面し、バランガイ内には、Samar Sea Beach Resort を有して

いるものの、海岸にゴミが散乱していること、ビーチに向かう沿道にゴミが散乱していること

により、リゾートとしての価値が半減しているように見受けられた。 
・海岸に面する地域では、住民が閉鎖水域（潮流の影響を受けて砂が河川河口部に堆積し、約

20 年前から河口部は閉鎖されている状況にある）にゴミを投棄し、衛生環境は悪い。このよ

うな環境下は、デング熱を媒介するカの発生源となる可能性が考えられる。 
以上 
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訪問場所：カルバヨグ市 
訪問日時：2007 年 2 月 27 日（火） 
面会者 ：Engr. Reynaldo L. Gonzaga, City Government Dep’t Head Ⅰ, City Solid Waste 

Management Office 
  他の参加者は別紙リストのとおり  

訪問者 ：志村団員、土井団員 
 
１．訪問概要 
Engr. Gonzaga のリーダーシップの下、カルバヨグ市で固形廃棄物管理に取り組む職員との会

議を開催した。また、バランガイレベル（Urban Brgy.）において固形廃棄物管理がうまく行

われているところと、そうでないところ、並びに関連施設を訪問した。なお、Engr. Gonzaga
に対し、JICA 環境社会配慮ガイドラインの概要を説明した。 
 
２．聞き取り内容（固形廃棄物管理に取り組む職員との会議） 
（１）JICA の支援に望むこと 
・優先順位を確認したところ下記のとおりであった。 
①SLF（衛生埋立処分場）の建設 
②Integrated Solid Waste Management  
③MRF の設置 
 現在公設市場から日量 1.9t のマーケットウェイストが排出されているが、これを利活用する

ため、公設市場脇に MRF を整備したいとのこと。また、市役所庁舎にも MRF を整備したい

とのこと。 
④既存処分場の安全閉鎖 
・なお、6 ヵ月ごとにゴミ質調査を行う必要があるため、支援を望む。また、IEC キャンペー

ンへの支援をお願いしたいとのことであった。 
 
（２）市民の啓発・環境教育について 
・カルバヨグ市の City Solid Waste Management Office は、①Administration Division、②

TEAM Division、③Operation Division、④Dumpsite Management & Operation Division の

4 つからなり、職員数は 30 名。 
・この中で、②の TEAM Division が市民の啓発・環境教育に大きな役割をはたしている。TEAM
は、下記のように職務の頭文字をとったもの。なお、啓発活動を担当する職員数が少ないので

はと質問したところ、適宜 T,E,M からの応援を得て実施しているとの説明を受けた。 
頭文字 意味 主な職務 担当者数 
T Technical 計画立案等シンクタンクの役割を主に担う。 1 人

E Enforcement 条例等の規則づくりを主に担う。 13 人

A Advocacy 啓発活動を主に担う。 3 人
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M Monitoring 各バランガイの遵守状況のモニタリングを担う。 4 人

 
（３）Tagging System について 
・導入の背景は、ゴミの減量にあり、“No Tag, No Collection”を基本姿勢としている。 
・システムは、先進都市であるネグロス島のドウマゲッティ市から学んだ。 
・これまでに、市民に対するパブリックコンサルテーションを重ね、Tagging System 
Ordinance No. 2006-SS01-009 がつくられた。（2006 年 2 月 16 日議会承認）。 
・実施時期は市長の決断次第であるが、選挙後の開始を想定しているとのこと。 
・タッグの色分けとゴミの種類は下記のようになっている。 
タッグの色 種類 料金 
緑 Bio-degradable 
黄 Hazardous 
赤 Non-biodegradable 

小さい袋は 1 ペソ、大きい袋（50kg 程度）は 2 ペソ。

 
（４）ゴミ収集地域の拡大について 
・市側は、現在収集を行っていないバランガイに対し、ゴミ収集を行う条件として、バランガ

イが独自に MRF を設置すること、及び分別を行うことあげている。 
・市側は、クラスターSLF は想定していない。 
・また、SLF への搬入量についても、全市域での収集を行わないこと、クラスターSLF とし

ないことをあげ、カテゴリー2 の範囲内に収まることの説明があった。 
 
３．現地踏査結果 
（１）固形廃棄物管理がうまく行われている事例（バランガイ Carmen） 
・バランガイキャプテンである Ms. Amelia S. Cabral に同行いただいた。 
・同バランガイの人口は 2,118 人、420 世帯。Urban Brgy.の位置づけにある。市によるゴミ

の収集が行われている。 
・バランガイ内には 3 つの MRF があり、いずれも上手に管理運営されていることが分かった。

記録がしっかりとなされている。 
・固形廃棄物管理は 1998 年から始めたとのこと。MRF は当初 5,000 ぺソの資金で開始し、現

在は利益を計上できるようになったとの説明を受けた。参考までに、球状の紙燃料は 10 ペソ、

ココナツ殻を利用したスミは 10 ペソで販売されていた。 
・同バランガイの固形廃棄物管理プログラムの活動は、①Facilities、②Assemblies、③Training、 
④Community Participation を４つの柱としている。 
・バランガイキャプテンに、固形廃棄物管理がうまく行われるようになった秘訣を尋ねたとこ

ろ、「地域住民に対して、分別の重要性等についてミーティング等の場を通じ、辛抱強く、あ

きらめずに、続けることが重要である」との回答を得た。 
・苦労している点は、バランガイには、ゴミの減量、分別、リサイクル行動に対して一生懸命

に学び、工夫する人がいる反面、そうでない人にそれらの重要性をいかに伝えていけるかに苦

労しているとのことであった。 
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（２）バランガイにある小さな家内工業（自動車バッテリーからの鉛の抽出） 
・同上バランガイにある小さな家内工業。廃棄された自動車用バッテリー、及び魚網から鉛を

取り出し、販売している。同所はリサイクルのサクセスストーリーとして、取り上げられてい

るとのこと。開始して 3 年間の売上で家を建てたとの説明。 
 
（３）ジャンクショップ 
・同上バランガイにあるジャンクショップ。廃棄された自動車用バッテリー、ペットボトル、

カートン、プラスチック等を扱っている。ペットボトル等は、マニラの業者へ販売していると

のこと。 
・上記（２）の家内工業は、ここから廃棄された自動車用バッテリーを 1 個 120～200 ペソで

購入し、鉛板を取り出している。 
・自動車バッテリーの廃液（強酸性）は、無処理で捨てられているようなので、アルカリで中

和させてから捨てるような指導が今後必要であると思慮する。 
 
（４）固形廃棄物管理がうまく行われていない事例（バランガイ Agunt Itan） 
・カルバヨグ漁港に隣接するバランガイ。Urban Brgy.の位置づけにある。市によるゴミの収

集が行われている。しかしながら、バランガイ内にはゴミが散乱し、特に海岸域に立地してい

る家屋では、海域にゴミを投棄しているのが現状である。バランガイ内への小道の上には人糞

が放置されているところもあった。 
・住民は、ゴミの散乱が何を意味するのか分からず、衛生環境の悪化が病気の発生につながる

という意識が低いようである。 
 
（５）JICA 支援のバイオガスプロジェクト(Carayman Biogas Sanitation Project) 
・バランガイ Carayman の衛生環境向上を目的として JICA が支援したプロジェクトである。

（Sound Sanitary Systems for Sanitation & Income Generating Project, A Project by KSFA 
through the help of JICA）。 
・養豚から排出される糞尿、及びバランガイ公衆トイレの糞尿を利用し、発生したメタンガス

は、住民が調理用に無料で使える仕組みを提供している。 
・住民の負担は、バランガイ公衆トイレを利用する際に購入する水洗用水。 
 
（６）NGO 運営の社会福祉施設（SOS Children’s Village） 
・同 NGO の、Mr. Marlovcetor C. Baang から説明を受ける。 
・同施設は、養育が放棄された子どもたちを預かっている。 
・現在、施設内にカルバヨグ市の技術的支援を受け MRF を整備中である。 
 
（７）モータープール 
・市の車両基地。1999 年に中国製のコンパクター3 台を購入したが、スペア‐パーツがないた

め（予算がないため購入できないとの説明）、現在は稼動できない状態にある。 
・現在、稼動中のものは、ダンプトラック 3 台、ローダー、ブルドーザー、グレイダー。 
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（８）公設市場 
・カルバヨグ市の公設市場で、City Economic Enterprise Office が運営・管理している。現在

ゴミの収集は、市によって夜間（19 時前）に行われている。 
・市長は、この場所に MRF の設置を望んでいるとのこと。 
 
４．JICA 環境社会配慮ガイドラインの基本事項 
・Engr. Gonzaga に対し、ガイドラインの概要を説明した。また、本プロジェクトは基本事項

にそって行うことを説明し理解を得た。なお、全文は CD に収納して手交した。 
・ECC 取得のための IEE Check list for category 1 & 2 をもっていないことが分かったため、

IEE Report for category 3 & 4 を含め、様式を手交した 
 

以上
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訪問場所：サガイ市 
訪問日時：2007 年 3 月 2 日（金） 
面会者 ：Engr. Lopez (OIC-SWM)、Mr. Rodnel Deles Reyes (Administrator) 
訪問者 ：志村団員、天池所員 
 
１．訪問概要 

事前調査ミニッツ案に関する協議を行うとともに、Old Sagay 地区の廃棄物管理状況を見学

した。 
 
２．協議結果 
 当方より、ミニッツ案及び R/D 案について説明した後、意見交換を行った。先方より、中央

政府がかかわることによる、意思決定に時間を要することへの懸念があげられた。これに対し

て当方より、本件要請は NSWMC を通して要請があげられており、中央政府は本件プロジェ

クトのフィリピン側の取りまとめ・調整役を担うことを説明した。また、各市で行われるプロ

ジェクト（本件プロジェクトのサブプロジェクトとして整理）では各市が実施者となることを

説明した。 
 先方から、ミニッツ案文を修正したいとの意見があげられ、修正案については 3 月 12 日の

週に当方に送付されることとなった。ミニッツ案文については、サガイ市のみならず他 2 都市

の意見も適宜反映したうえで最終案とすることを先方に説明し、了解を得た。 
 
３．Old Sagay 見学 
 サガイ市役所から車で 5～10 分程度の距離にある Old Sagay 地区の廃棄物管理状況を見学

した。同地区は、バランガイキャプテンの廃棄物管理への関心が低いとの説明があり、マーケ

ットの隅に廃棄物が散在している様子を目にした。 
 

以上 
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訪問場所：Provincial Environment and Natural Resources Office (PENRO)（バコロド市） 
 ※本 PENRO は州政府の環境局ではなく、DENR の事務所 
訪問日時：2007 年 3 月 2 日（金）15:00～17:00 
面会者 ：Ms. Ruby Arribas (Information Officer)、 

Ms. Zorna Palma (EMB Solid Waste Management Staff) 
訪問者 ：志村団員、天池所員 
 
１．訪問概要 

廃棄物管理における PENRO の役割について聞き取りを行った。当方からはプロジェクトフ

レームワーク案を説明したほか、志村団員より他国での最終処分場事例を紹介した。 
 
２．聞き取り結果 
（１）PENRO の役割について 
・廃棄物管理に関するコーディネーション、市・ミュニシパリティに対する研修実施を通じて

の LGU 支援を担っている。LGU の廃棄物管理委員会（the Board）メンバーも務めている。 
・ネグロスオキシデンタル州内には 4 つの CENRO があり、本 PENRO の下部組織に位置づ

けられる。サガイ市の近くの CENRO は Cadiz に所在する。 
・NSWMC は地方事務所を有していないことから、DENR 地方事務所と連携して事業を行っ

ている。 
 
（２）ネグロスオキシデンタル州の状況 
・サガイ市は、よく機能している（good functional）市と認識しており、同市リサールは模範

的なバランガイとして表彰されたことがある。昨年、ピースコーにサガイ市の事例をみせたと

ころ感心していた。 
・San Carlos City では、衛生埋立処分場を建設中である。無分別ゴミは収集しないとの方針

をもっている。 
・Silay にディストリクト（Political District。同州内には 9 つのディストリクトがある）最終

処分場を建設する案があったが実現していない。サガイは第 2 ディストリクトに属し、Cadiz
やマナプラが同ディストリクトに属する。 
 

以上 
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訪問場所：環境天然資源省（DENR）Main Building（NSWMC 事務局長との協議） 
訪問日時：2007 年 3 月 5 日（月）13:00～15:00 
面会者 ：Atty. Zoilo L. Andin, Jr., Executive Director, NSWMC-Secretariat 

Ms. Margarita T. Caridad, Engineer, NSWMC-Secretariat 
訪問者 ：志村団員、Minnie 在外専門調整員、天池所員 
 
１．訪問概要 

本件プロジェクトの要請元である NSWMC に対し、3 都市での現地踏査並びに協議結果に

ついて報告するとともに、RA9003 の規程解釈について確認を行った。 
 
２．協議結果（RA9003 に関する確認事項） 
（１）廃棄物管理計画（10 年計画）について 
・LGU 廃棄物管理計画の策定期限は特に決められていない。 
・LGU 側が 10 年計画策定が困難な場合には、アクションプラン（短期・中期実行計画）の策

定を推奨している。ただし策定にあたっては、EMB 地域事務所が当該 LGU が RA9003 を遵

守して活動していることを確認できるような内容とする必要あり。 
 
（２）ウェイストダイバージョンについて 
・RA9003 でウェイストダイバージョン率を 25％としたのは、ゴミ減量化促進のためのターゲ

ット数値であるが、特に裏づけはない。 
・本プロジェクト協力対象都市では 10％程度であるが、10％未満の LGU が少なからず存在す

る。 
 
（３）衛生埋立処分場の建設について 
・衛生埋立処分場用地の選定については、柔軟に対応している（新規の土地でなければならな

いとは限らない。既設処分場用地が条件を満たせば、衛生埋立処分場化することも可）。 
・ダンプサイトを衛生埋立処分場化する場合には、同サイトをきれいにする（to clean some 
areas）必要あり。既設処分場が所在する敷地内に衛生埋立処分場を建設するのも一手段。 
・衛生埋立処分場用地としての承認については、Mines and Geoscience Bureau（MGB）が担

当しているため、NSWMC のみで判断できない部分がある。MGB が設定する基準の妥当性に

ついては、ドナー側の意見を聞き適宜調整したいと考えている。 
・衛生埋立処分場の建設については、段階的に整備することを LGU に勧めている。例えば、

10ha の土地があるのであれば、2ha から整備を始めることを勧めるといった具合。 
・衛生埋立処分場の手法については、嫌気性でも好気性でも構わない。浸出水が土地を汚染し

ないことが重要。 
 
（４）その他 
・医療廃棄物について、適切な処置が行われた後、最終処分場に廃棄されることは問題ない。 
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・ゴミ料金徴収制度の導入は、政治的にセンシティブな問題である。 
・廃棄物管理に関する基礎データがないことから、本プロジェクト開始時にベースライン調査

を実施することが必要。 
 

以上 
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訪問場所：WHO-WPRO 
訪問日時：2007 年 3 月 7 日（水）10:00～11:00 
面会者 ：Dr. Hisashi Ogawa, Regional Advisor 
訪問者 ：志村団員、天池所員 
 
１．訪問概要 

医療廃棄物管理に関する制度及び現状について聞き取りを行った。また、廃棄物管理のロー

カルリソースについて情報収集を行った。 
 
２．聴取結果 
（１）医療廃棄物の処理について 
・1996 年に発行されたマニュアルでは焼却可であり、8～10 年前にはオーストラリアローンで

３２基程度の焼却炉が購入された。1999～2000 年の Clean Air Act 制定に伴い、医療廃棄物

の焼却が禁じられることとなった。 
・保健省（DOH）の方針は、最終的には埋立処分としている。院内処理としてはオートクレ

ーブを行う。現在は、集中型オートクレーブに移行している。これはマイクロウェーブ処理よ

りもよい方法と考えられている。 
・医療廃棄物は、収集→オートクレーブ→最終処分場という流れで処理されることとなってい

るが、その実態は不明。 
・DENR は、Septic Tank に希石灰をかける処理について認めている（こうした処理は最終処

分場内で行われるため、DENR の所管となる）。 
・有害廃棄物管理法（RA6969）では、医療廃棄物を処理（treat）したうえで最終処分場へ持

ち込むことを義務づけている。 
・DOH 方針は、医療廃棄物の排出者に処理義務があるとしている。集中処理を行う場合には、

同処理の実施者が責任を負う。ライセンスについては、RA6969 に基づいて DENR が発行す

る。 
・DENR にライセンス申請し取得することで、医療廃棄物を含む有害廃棄物を最終処分場に捨

てることができるのではと考える。 
 
（２）ローカルリソースについて 
１）Solid Waste Association (San Fernando, La Union) 
２）League of Mayors（全国市長会）：全国レベルでの普及を行う場合に活用しては？ 
３）City Development Strategies（CDS）：世界銀行が 7 都市で始めた、LGU の自立を支援

するためのプロジェクト。そのなかで San Fernando が廃棄物に取り組んだ。 
CDS のサイト： http://cdsea.org/db/CDSWorkshop.asp?ID=4&CMP=2&mode=docs 
 

以上 
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1. Existing Disposal Site in Calbayog City   
1.1 Problems faced 
We understand that the solid wastes in Calbayog City are disposed of in open dumpsite located in barangay 
Gadgaran. Please let us know the following information. 
 
1) What are the complaints by local residents? (The number of complaints, contact point for complaints, 

complaint handling system) 
 None. Area is over ½ kilometer from the nearest community 
2) Are complaints and responses recorded? 
 
3) What are the issues and concerns about the presence of Existing Disposal Site? 
 Passers-by would ignite/burn waste piles. Area is along a road going to other barangays. 
4) How to cope with waste pickers? (The number of waste pickers, their living conditions, their 

relationships with local communities)  Waste pickers are organized and group into 3. Each group have their 
own schedule for picking and are made to follow office policies to avoid trouble among themselves. 

3.2 Challenge to solve the problems 
1) Please explain mitigating measures you have taken so far. 
  
2) How are those mitigating measures going on?  
 
3) Are any job opportunities for waste pickers considered after closure of existing disposal site? 
  
 
2. Candidate Site for Sanitary Landfill Facility (SLF) in Calbayog City 
2.1 Present status of planned SLF  
We understand that Calbayog City has already prepared a project concept study (4.9 hectares in Barangay 
Dinagan) complete with conceptual drawings and cost estimates. Please let us know the following 
information. 
 
1) Was this site identified on the basis of DENR’s selection criteria?  
 Site was identified before the DENR passed a selection criteria. (Site however passes the selection criteria) 
2) Did you consider alternatives site on the identified process?  
 Yes 
3) Was Geological and Physical Environmental Assessment conducted, and submitted to EMB Regional 

Office? 
 Yes. Assessment was conducted by the DENR on request of the LGU. 
4) Was Geological and Physical Environmental Assessment approved without a supplementary condition, 

or with a supplementary condition by EMB Regional Office? 
 With supplementary conditions 
5) We understand that the acquisition of the 4.9 hectares is under negotiation between the owner and the 

City government. How is the progress? 
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6) What is next procedure to get Environment Compliance Certificate (ECC)?  Is required document IEE 
Checklist, or IEE Report?   
 Adoption of IEE Checklist and IEE Report on the ECC Processing of Sanitary Landfill Facilities 

Category Category 1 Category 2 Category 3 Category 4 
Capacity 
(Net Residual 
Waste Generated 
or Net Residual 
Disposable Waste), 
tons per day(TPD) 

≦15 TPD ＞ 15TPD ≦ 75 
TPD 

＞ 75TPD ≦ 200 
TPD  

＞200TPD 

Required 
Document 

IEE Checklist IEE Checklist IEE Report IEE Report 

Approving Official 
 

Regional Director Regional Director Regional Director Regional Director 

Source: IEE Checklist for Final Disposal Facilities (Sanitary Landfill), Instruction Manual 
 
 
7) When are you going to start a study on either IEE Checklist or IEE Report?  
 
8) Who will conduct a study mentioned above in your office? 
 
 
2.2 Are any of the following areas located inside or around the Candidate Site for planned SLF?  
  □Yes  □No  □Not identified 

 
If yes, please mark corresponding items. 
□ National parks, protected areas designated by the government (coast line, wetlands, reserved area 

for ethnic or indigenous people, cultural heritage), and areas being considered for national parks or 
protected areas.  

□ Virgin forests, tropical forests. 
□ Ecologically important habitat areas (coral reef, mangrove wetland, tidal flats). 
□ Habitats of valuable species protected by domestic laws or international treaties. 
□ Likely salts cumulus or soil erosion areas on a massive scale. 
□ Remarkable desertification trend areas. 
□ Archaeological, historical or cultural valuable areas. 
□ Living areas of ethnic, indigenous people or nomads who have a traditional lifestyle or special 

socially valuable area. 
 
2.3 Adverse impacts  
Please let us know any potential adverse impacts, if planned SLF is in your candidate site. 
1) Involuntary resettlement 
   Waste pickers may strive and settle in the area 
2) Local economy such as employment and livelihood etc. 
 The improvement and maintenance of the road to the site may also open and improve the agriculture 
business in the area. 
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3) Land use and utilization of local resources 
   
4) Social institutions such as social infrastructure and local decision-making institutions 
  
5) Existing social infrastructures and services 
   Area is directly below an electric main line. Effects that may occur to the workers of the facility is feared. 
6) The poor, indigenous of ethnic people 
 
7) Misdistribution of benefit and damage 
 
8) Cultural heritage 
 
9) Local conflict of interests 
 
10) Water usage or water rights and rights of common 
 
11) Sanitation 
   
12) Hazards (Risk), Infectious diseases such as HIV/AIDS 
 (Apprehensions that the facility will be a source of health hazards) 
13) Topography and Geographical features 
 
14) Soil Erosion 
 
15) Groundwater 
 
16) Hydrological Situation 
 
17) Coastal Zone (Mangroves, Coral reefs, Tidal flats) 
 
18) Flora, Fauna and Biodiversity 
 
19) Meteorology 
 
20) Landscape 
 
21) Global warming 
 
22) Air pollution  
 
23) Water pollution 
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24) Soil contamination 
   
25) Waste 
 
26) Noise and vibration 
   
27) Ground subsidence 
  
28) Offensive odors 
   
29) Bottom sediment 
   
30) Accidents 
 
 
3. Partnership among communities, business sectors, NGOs and Calbayog City. 
3.1 Role of communities on Solid Waste Management (SWM). 
1) Please explain the role of communities on reduce, reuse, recycling and recover principles. Please explain 

actions taken by barangay level or community level.   Barangays are required to create a committee that 
will oversee SWM activities, segregation, reuse, recycle and composting of biodegradable wastes are part of their 
responsibilities. 

2) Please explain the role and position of informal waste-pickers on reduce, reuse, recycling and recover.  
 Waste pickers are allowed in the dumpsite for the recovery of recyclables and reduction of waste for 
disposal only. 
3.2 Roles of business sectors on SWM 
1) Please explain the roles of business sectors on reduce, reuse, recycling and recover policy. 
 Business sectors are required to participate in the segregation, reduction, and recovery policy. 
3.3 Roles of NGOs on SWM 
1) Please explain the roles of NGOs on IEC (Information, Education, and Communication) campaigns. 
 Campaign of NGOs also include the negative effects of non-compliance of the program and the economic 
benefits of the program is followed. 
2) Please let us know the name of NGOs active in SWM in Calbayog City  

CENTER for ENVIRONMENTAL RESEARCH and DEVELOPMENT 
3.4 Public involvement 
1) Please explain local government policy on public involvement. How are public involved towards Solid 

Waste Management?  How does public participate to decision making process on SWM?  
 The public is meted with penalties if they do not follow the program. They are called on a general assembly 
whenever significant decision making is required. 
2) Do you have regular public consultation meeting or stakeholders’ meeting?  
 Quarterly to semi-annually 
3) How is information disclosed to the public? (By media, newsletter, etc.). 
 By radio or through a barangay assembly. 
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4. List of Consultants and Academic in your region 
Please kindly provide the list of Consulting firms, Planner, and Researcher who can work together to the 
Project.  
 WOODFIELDS Consultants, Inc. 

End 
Thank you very much for your cooperation. 
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1. Existing Disposal Site in Sagay City 
1.1 Problems faced 

We understand that the solid waste in Sagay City are disposed of in open dumpsite 
located in barangay Poblacion 2 (the dumpsite has an area about one hectare ). Please 
let us know the following information. 
 
1.) What are the complaints by local residents? (The number of complaints, contact 

point for complaints, complaint handling system) 
Answer: So far, no complaints had been received, complaints are mainly on the 

schedule of collection. 
 
2.) Are complaints and responses are recorded? 
Answer: No 
 
3.) What are the issues and concerns about the presence of Existing Disposal Site? 
Answer: It is an pen dumpsite, no segregation of wastes. This is contrary to existing 

law R.A.9003. 
 
4.) How to cope with waste pickers? (The number of waste pickers, their living 

conditions, their relationships with local communities) 
Answer: There are about 10-15 waste pickers.  They will be given livelihood 

assistance if the present dumpsite is closed. 
 
3.2 Challenge to solve problems 
 
1.) Explain mitigating measures you have taken so far. 
Answer: So far none 
 
2.) How are those mitigating measures going on? 
 
3.) Are any job opportunities for waste pickers considered after closure of  existing  

disposal site? 
 

Answer: Given enough working capital, they can be buyers of recyclables like PET 
bottles, other types of plastics, papers from households and offices. 

 
2. Candidate Site for Sanitary Landfill Facility (SLF) in Sagay City 
 

2.1 Present status of planned SLF 
We understand that Sagay City has candidate site for SLF (8 hectares lot) in Barangay 
Luna.  Please let us know the following information. 
 
1.) Was this site identified on the basis of DENR’s selection criteria? 



Answer: Yes 
 
2.) Did you consider alternatives site on the identified process? 
Answer: This was the alternative 
 
3.) Was Geological and Physical Environmental Assessment conducted, and 

submitted to EMB Regional Office? 
Answer: Yes 
 
4.) Was Geological and Physical Environmental Assessment approved without a 

supplementary condition, or with a supplementary condition by EMB Regional 
Office? 

Answer: Yes 
 
5.) What is the possibility of a cluster SLF with Cadiz City and Escalante? 
Answer: The LGU of Cadiz and Escalante cities are highly interested in the 

CLUSTER. 
 
6.) What is the next procedure to get Environment Compliance Certificate (ECC) ? Is 

required document IEE Checklist, or IEE Report? 
Answer:  LGU of Sagay will take charge of the getting of IEE Report. 
 
Adoption of IEE Checklist and Report on the ECC Processing of sanitary Facilities 

Category Category 1 Category 2 Category 3 Category 4 
Capacity  
(Net Residual 
Waste Generated 
or Net Residual 
Disposable 
Waste), tons per 
day(TDP) 

< 15 TDP > 15TDP < 75 > 75DTP < 200 >200TDP 
 
 
 
 
 

Required 
Document 

IEE Checklist IEE Checklist IEE Report IEE Report 

Approving 
Official 

Regional Director Regional Director Regional Director Regional Director

Source: IEE Checklist for Final Disposal Facilities (Sanitary Landfill), Instruction Manual 
 
 
7) When are you going to start a study on IEE Checklist or IEE Report? 
Answer: ASAP  
 
8) Who will conduct a study mentioned above in your office? 
Answer: Either we will hire a consultant 
 

2.2  Are any of the following areas located inside or around the Candidate Site for 
planned SLF? 



[ ] Yes  [x] No  [ ] Not identified 
 
     If yes, please mark corresponding items. 
[ ] National Parks, protected areas designated by the government ( coast line, 

wetlands, reserved area for ethnic or indigenous people, cultural heritage), and 
areas being considered for national parks or protected are. 

[ ] Virgin Forest, Tropical Forests. 
[ ] Ecologically important habitat areas (coral reef, mangrove wetland, tidal flats). 
[ ] Habitats of valuable species for protected by domestic laws or international treaties. 
[ ] Likely salts cumulus or soil erosion areas on a massive scale. 
[ ] Remarkable desertification trend areas. 
[ ] Archeological, historical or cultural valuable areas. 
Living areas of ethnic, indigenous people or nomads who have a traditional lifestyle 

or special socially valuable areas. 
  

2.3 Adverse Impacts 
Please let us know any potential adverse impacts, if planned SLF is in your candidate 
site. 
 
1) Involuntary resettlement  [ ] None  
 
2) local economy such as employment and livelihood etc. 
Answer: minimal effect on employment & livelihood. 
 
3) land use & Utilization of local resources 
Answer: Minimal effect on sugar & other crop production. 
 
4) Social institution such as social infrastructure and local decision-making 
institutions 
 
5) Existing social infrastructures and services 
 
6) The poor, indigenous  
 
7) Misdistribution of benefits and damage 
 
8) Cultural heritage 
 
9) Local conflict of interest 
 
10) Water usage or water rights and rights of common 
 
11) Sanitation 
 
12) Hazards (Risk), Infectious diseases such as HIV/AIDS 
 



13) Topography and Geographical features 
 
14) Soil Erosion 
 
15) Groundwater 
 
16) Hydrological Situation 
 
17) Coastal Zone (Mangroves, Coral reefs, Tidal flats) 
 
18) Flora, Fauna and Biodiversity 
 
19) Meteorology 
 
20) Landscape 
 
21) Global warming 
 
22) Air pollution 
 
23) Water pollution 
 
24) Soil contamination 
 
25) Waste 
 
26) Noises and vibration 
Answer: Increase of traffic in the area, thus noise is unavoidable 
 
27) Ground subsidence 
 
28) Offensive odors  
Answer: None or disposed will be covered w/ soil) 
 
29) Bottom sediment 
 
30) Accidents  
Answer: Possible increase in incidents but controllable with good traffic               

system) 
 
3. Partnership among communities, business sector, NGO’s AND Sagay City. 
 
3.4 Public involvement 
1. Please explain local government policy on public involvement . How are public 
involved towards Solid Waste Management?  How does public participate to decision 
making process on SWM? 



Answer: Public consultation is conducted y barangay’s 
 
2. Do you have regular public consultation meeting or stakeholders meeting? 
Answer: No, not on a regular basis. 
 
3. How 
 

 
3.1 Roles of communities on Solid Waste Management (SMW) 

 
1) Please explain the role of communities on reduce, reuse, recycling and recover 

principles. Please explain action taken by barangay level or community level. 
Answer: Advocacies and orientations are conducted at barangay level on R.A. 5003. 
 
2) Please explain the role and position of informal waste-pickers on reduce, reuse, 

recycling and recover. 
Answer: Waste pickers on new landfill will not be allowed, however displace pickers 

in old dumpsite will be given livelihood. 
 

3.2 Role of business sector on SWM 
1) Please explain the roles of business sectors on reduce, reuse, recycling and 

recover policy. 
Answer: A no-collection no ----- ordinance will be enacted and all sectors will be 

enjoyed to follow. 
 
3.3 Roles of NGOs on SWM 

1) Please explain the roles of NGOs on IEC (Information, Education, and 
Communication) campaigns. 

Answer: NGO’s with focus on environment will be ask to help in the IEC. 
 

2) There is a NGO active in SWM. The name is “Peace Pond” stationed in 
Binalbagan, Negros Occidental. 
Have you ever cooperated with this NGO? 

Answer: No, but we will contact them for the IEC.. 
 

3) Pleas let us know the name of NGOs active in SWM in SAGAY City 
 
3.4 Public involvement 

1) Please explain the local government policy on public involvement. How are 
public involve towards Solid Waste Management? How does public participate to 
decision making process on SWM? 

Answer: Public consultation is conducted by barangays. 
 
2) Do you have regular public consultation meeting or stakeholders’ meeting? 
Answer: No, not on a regular basis. 
 



3) how is information disclosed to the public? (By media, newsletter, etc.) 
Answer: Thru the local radio station 
 
4) List of Consultants and Academic in your region 

Please kindly provide the list of Consulting firms, Planner, and Researcher who 
can work together to the Project. 

Answer: None 
 
Thank you very much for your cooperation. 
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